
熊本の統計情報  平成28年3月25日 

県民の皆様に統計を身近に感じていただくためのページです。 

毎月１回のペースで色々な統計に関する話題・データを紹介します。 

～ SNS利用における気になるところ ～ 
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「2015年保存版ソーシャルメディアのデータまとめ一覧」より 

 このごろは、短い文章を投稿したり、友だち同士がメッセージや写真などを共有してコミュニケーショ

ンを取ったりする、ＳＮＳ（ソーシャル･ネットワーキング･サービス）が普及してきました。主に、趣味や

居住地域、あるいは｢友人の友人｣といったつながりを通じて新たな人間関係を築くことを可能にする

サービスですが､普及が進むにつれ､その利用の目的やユーザーの年齢も幅広くなっているようです。 

 次に、日本国内でのＳＮＳ利用状況をみてみ

ましょう。最近、何かと話題の「ＬＩＮＥ」ですが、２

０１３年以降急速にシェアを伸ばしつつあり、国

内でのユーザー数は５，０００万人を超えまし

た。単純に、日本人の約半分が利用しているこ

とになります。 

  

 ただ、世界的には「フェイスブック」のユーザー

数は、なんと１４億人（！）に迫っているそうで、

その勢いはしばらく続きそうです。 

 まず、ＳＮＳを利用す

るために必要な、情報

通信機器の保有状況を

年齢別にみてみます。

４９歳以下の各年齢層

では「スマートフォン」の

保有割合が「携帯電

話」を上回っており、１３

歳～３９歳の各年齢階

層においては「自宅の

パソコン」をも上回って

います。この手軽さこ

そ、ＳＮＳ躍進の要因の

ひとつなのかもしれま

せんね。 

総務省「平成26年通信利用動向調査」より 

6～12歳 13～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上

自宅のパソコン 37.0 65.5 71.3 69.3 70.3 63.6 45.6 23.3 6.9

自宅以外のパソコン 7.9 17.3 33.1 35.4 35.2 34.7 13.9 3.5 0.9

携帯電話(PHSを含む) 15.3 14.2 17.5 23.0 34.3 49.6 57.7 46.4 24.9

スマートフォン 20.5 71.7 88.9 79.0 64.6 42.5 16.2 5.3 1.2

タブレット型端末 22.1 21.9 17.5 23.2 21.5 16.8 8.3 3.5 1.2
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熊本県の統計情報は 

「http://www.pref.kumamoto.jp/hpkiji/pub/List.aspx?c_id=3&class_set_id=1&class_id=1297 

次回の「統計アラカルト」は、４月２８日（木曜日）に掲載予定です。 
問合せ先：熊本県企画振興部交通政策・情報局統計調査課 総務資料班 〒862-8570 熊本市中央区水前寺6-18-1 

電話：096-333-2174 ／ Ｆａｘ：096-384-7544 ／ メール：toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp 
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 右のグラフは、年齢階層別にみるＳＮＳ

メディアの利用状況です。６０～７９歳以

外の全ての年齢層で、利用率の拡大傾

向がみられます。 

  

 特に４０歳代の伸び率が顕著（＋７．

７％）で、これまであまり馴染のなかった

年齢層にも、ＳＮＳが浸透しつつあるよう

です。 
 

 驚いたことに、６～１２歳の小学生層（＋

３．８％）や８０歳を超える高齢層（＋３．

１％）においても利用率が伸びています。 

 

 もはやＳＮＳは、日本人にとって、なくて

はならないコミュニケーション手段のひと

つとなっているようです。 

 最後に、熊本県におけるＳＮ

Ｓの利用目的を覗いてみましょ

う。 
 

 「交流関係を広げるため」や

「ボランティア活動等のため」と

いった、新たな人間関係の構

築や社会貢献を目的とした利

用者の割合が、全国に比べて

高いようです。 

  

 反対に、「ストレス解消」だの

「現実からの逃避」だのといっ

た殺伐とした（？）目的の利用

者は少ないようで、健全な（？）

利用状況が垣間見えます。 

 いかがでしたでしょうか。こうしてみると、年齢や利用目的に違いはあれど、ＳＮＳがコミュニケーショ

ンツールとして広く浸透していることがわかります。ただ、個人情報の流出等の危険性や、ＳＮＳから

離れられなくなる依存性も指摘されています。          みなさん、何事もほどほどに・・・ 
 

 ところで、統計調査課もＳＮＳをはじめます。 詳しい情報は今後の統計アラカルトでお知らせしま

す。 
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（％）

全国 熊本 順位

従来からの知人とのコミュニケーションのため 79.5 74.4 42位

知りたいことについて情報を探すため 37.5 35.1 36位

同じ趣味・嗜好を持つ人を探したり交流関係を広げるため 18.0 21.2 5位

自分の情報や作品を発表したいから 7.7 5.7 33位

同じ悩み事や相談事を持つ人を探すため 3.1 2.0 36位

ボランティア活動や社会貢献をするため 1.5 2.9 3位

災害発生時の情報収集・発信のため 6.4 5.4 24位

昔の友人・知人を探すため 8.0 6.8 22位

ストレスを解消するため 6.9 2.0 46位

ひまつぶしのため 28.0 27.2 26位

現実から逃避するため 2.1 0.6 46位

その他 3.3 3.2 26位

無回答 6.5 13.1 1位

利用目的

」をご覧ください。 


